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信
者
で
は
な
い
が
『
旧
約
聖
書
』
を
歴
史
物
語
と
し
て
愛
読
し
て
い
る
。
そ
の
「
出
エ
ジ
プ
ト
記
」
に
一
〇
の
災
害
が
記

載
さ
れ
て
お
り
、
家
畜
の
疫
病
が
登
場
す
る
。
同
書
は
紀
元
前
一
三
世
紀
の
成
立
と
さ
れ
て
い
る
が
、
ウ
イ
ル
ス
は
は
る
か

以
前
か
ら
存
在
す
る
か
ら
、
疫
病
は
人
類
の
長
年
の
難
題
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
今
回
は
氾
濫
す
る
疫
病
の
話
題
は
回
避

し
、
一
〇
の
災
害
に
も
登
場
す
る
蝗
害
を
紹
介
し
た
い
。 

 

蝗
害
は
バ
ッ
タ
の
異
常
繁
殖
に
よ
る
作
物
の
被
害
で
あ
り
、
中
国
で
は
紀
元
前
一
七
世
紀
の
殷
代
の
記
録
を
最
古
と
し
て
、

頻
繁
に
史
書
に
登
場
す
る
歴
史
の
あ
る
災
害
で
あ
る
。
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
を
受
賞
し
た
Ｐ
・
バ
ッ
ク
の
長
編
小
説
『
大
地
』

に
も
清
朝
末
期
の
中
国
で
の
蝗
害
の
壮
絶
な
情
景
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
社
会
に
も
た
ら
す
被
害
は
尋
常
で
は
な
い
。 

 

中
国
で
は
蝗
害
は
水
害
、
旱
魃
と
と
も
に
三
大
災
害
と
さ
れ
て
き
た
。
実
際
に
秦
・
漢
の
時
代
に
は
平
均
し
て
八
年
に
一

回
、
北
宋
・
南
宋
時
代
に
は
四
年
に
一
回
程
度
で
発
生
し
て
い
る
。
バ
ッ
タ
を
意
味
す
る
「
蝗
」
は
「
虫
」
と
「
皇
」
を
合

成
し
た
文
字
で
あ
る
が
、
皇
帝
の
命
運
を
左
右
す
る
昆
虫
の
意
味
を
表
現
し
て
お
り
、
実
際
に
王
朝
の
存
亡
を
左
右
す
る
影

響
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。 

 

今
年
の
年
頭
か
ら
エ
チ
オ
ピ
ア
を
中
心
と
す
る
ア
フ
リ
カ
東
部
で
サ
バ
ク
ト
ビ
バ
ッ
タ
が
異
常
繁
殖
し
、
周
辺
地
域
に
拡

大
す
る
と
と
も
に
ア
ラ
ビ
ア
半
島
を
横
断
し
て
パ
キ
ス
タ
ン
に
到
達
、
現
在
で
は
北
東
の
方
角
の
中
国
西
部
に
移
動
し
て
い

る
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
数
量
は
数
千
億
匹
と
推
定
さ
れ
、
一
日
で
三
万
五
〇
〇
〇
人
分
の
作
物
を
消
滅
さ
せ
て
い
く

と
い
わ
れ
る
。 

 

国
連
食
糧
農
業
期
間
は
、
こ
の
ま
ま
進
展
し
て
い
け
ば
、
世
界
の
二
〇
〇
〇
万
人
が
食
料
危
機
に
直
面
す
る
と
警
告
し
て

い
る
。
そ
れ
は
食
糧
を
生
産
し
て
い
る
地
域
だ
け
で
は
な
く
、
日
本
の
よ
う
に
六
割
以
上
の
食
糧
を
輸
入
に
依
存
し
て
い
る

国
家
に
と
っ
て
も
脅
威
で
あ
る
。
新
型
肺
炎
を
鎮
静
す
れ
ば
、
背
後
に
は
食
糧
危
機
が
待
機
し
て
い
る
と
い
う
厄
介
な
時
代

で
あ
る
。 

 

こ
れ
は
一
見
、
自
然
災
害
の
よ
う
で
あ
る
が
人
為
災
害
で
あ
る
。
前
回
の
拙
稿
で
も
説
明
し
た
よ
う
に
、
疫
病
の
蔓
延
も

人
間
移
動
の
増
加
、
自
然
環
境
の
開
拓
、
大
気
温
度
の
上
昇
な
ど
人
間
の
活
動
の
影
響
で
変
化
し
た
自
然
環
境
が
ウ
イ
ル
ス

の
出
現
や
蔓
延
の
原
因
で
あ
る
よ
う
に
、
蝗
害
も
人
間
の
活
動
の
拡
大
に
よ
っ
て
出
現
し
た
と
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。 

 

現
在
、
世
界
の
陸
地
の
三
割
に
相
当
す
る
四
〇
億
㌶
は
森
林
で
あ
る
が
、
わ
ず
か1

万
年
前
に
は
陸
地
の
半
分
の
六
二
億

㌶
が
森
林
で
あ
っ
た
。
大
半
は
人
間
が
手
中
に
し
た
農
業
と
牧
畜
の
た
め
の
土
地
を
確
保
す
る
た
め
に
伐
採
さ
れ
た
結
果
で

あ
る
。
最
近
の
減
少
比
率
が
継
続
す
れ
ば
、
数
百
年
後
に
は
森
林
は
丸
裸
に
な
る
趨
勢
で
あ
り
、
蝗
害
も
尻
込
み
す
る
ほ
ど

の
人
害
で
あ
る
。 

 

自
然
を
蚕
食
し
て
い
く
人
害
は
こ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
主
要
な
金
属
資
源
の
大
半
は
数
十
年
後
に
は
新
規
の
採
掘
は
で
き

な
く
な
り
、
生
物
資
源
も
哺
乳
動
物
の
二
〇
％
、
両
生
動
物
の
三
〇
％
を
消
滅
さ
せ
て
き
た
。
細
菌
も
ウ
イ
ル
ス
も
宿
主
が

滅
亡
す
れ
ば
、
自
身
の
滅
亡
に
直
結
す
る
か
ら
加
減
を
す
る
が
、
人
間
は
加
減
も
せ
ず
宿
主
で
あ
る
自
然
を
消
滅
さ
せ
つ
つ

あ
る
。 

 

太
陽
を
遮
蔽
す
る
ほ
ど
に
上
空
を
飛
翔
す
る
バ
ッ
タ
の
大
群
の
写
真
は
恐
怖
を
も
た
ら
す
が
、
そ
の
背
後
に
は
無
数
の
生

物
の
一
種
で
し
か
な
い
人
間
の
大
群
が
投
影
さ
れ
て
い
る
と
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。
肉
食
動
物
は
草
食
動
物
を
絶
滅
さ
せ

ず
、
細
菌
も
ウ
イ
ル
ス
も
宿
主
と
な
る
生
物
を
絶
滅
さ
せ
な
い
。
た
だ
人
間
の
み
が
例
外
で
あ
る
。
連
続
す
る
天
災
を
人
間

と
自
然
環
境
の
関
係
を
認
識
す
る
好
機
と
す
べ
き
で
あ
る
。 


